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2026年３月11日 

各 位 

会 社 名  株式会社ソフトフロントホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 二通宏久  

（コード番号：２３２１  東証グロース） 

問合せ先  取締役 財務・管理統括担当 程崎 絵李加 

電  話  03-6550-9270 

 

（開示事項の経過）子会社の設立に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり子会社を設立することを決議いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．子会社設立の目的 

当社は、2025 年１月 27 日付「第三者割当による新株式及び第 15 回新株予約権の発行並びに主要株

主、主要株主である筆頭株主の異動（見込み）に関するお知らせ」並びに「新たな事業の開始に関する

お知らせ」にて記載のとおり、当社グループの業容拡大を通じた新たな収益基盤の確立を最優先課題と

位置づけ、隣接事業分野における M＆A を含む新規事業領域への戦略的進出を慎重に検討を重ねた結果、

「AIデータセンター事業」及び「クリーンエネルギー事業」の開始を決定いたしました。 

「クリーンエネルギー事業」事業基盤確立に向け、新規事業推進室を中心に系統用蓄電事業の積極的

な推進・検討を数次に及び進め、業務効率の最適化と安定供給を前提とした平準化を将来的に整えるこ

とが成長戦略の定着性向に寄与するとの事業判断に至るまで時間を要した結果、同事業を当社が 100％

出資する子会社にて行うことが現時点で望ましいとの結論に至り、下記のとおり子会社の設立を決定い

たしました。当社は該当事業の開始を上述リリースの通り 2025 年４月を目指しておりましたところ、

上述のとおり最も効率的かつ成長性を見据えた事業検討の深耕における調整を経て、スケジュールの適

正化を充分に測り、今後は迅速な事業展開を進める所存であります。また、当社は 2025年 10月に GCL

社と共同で中小規模の蓄電所開設に向けて、数多くの系統蓄電案件に関する事案検討を重ねてまいりま

した。今のところ成約に至るまでの事案に届いておりませんが、蓄電事業は当社グループの業容拡大を

通じた新たな収益基盤の確立において重要な位置づけであるため、系統用蓄電所の構築実現に向け、引

き続き積極的な事業活動をしてまいります。 

なお、電力市場において再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、系統の安定化や電力の需給バランス

の確保が一層重要性を増している状況にあります。さらに、分散型電源のアグリゲーションサービスに

対する需要も徐々に高まっていることから、当初計画していた系統用蓄電所の保持・運用に加え、新た

にアグリゲーションサービスの提供についても事業展開を図ってまいります。 

クリーンエネルギー分野におけるＲＷＡの社会実装に向けた取り組みも、発展的かつ多角的なイノベ

ーション事業戦略の一環と捉え、現実的な実現方向の検討を進めております。関連する許認可及び実働

に係り法的な整合性を踏まえ、パートナー企業の選定や可能性を模索しつつ、今後の積極的な収益基盤

の拡大強化に向けた事業展開を進めてまいります。 
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２． 新会社の概要 

名 称 ソフトフロントグリーンパワー株式会社 

所 在 地 東京都千代田区九段南四丁目8番19号 

代 表 者 時 慧 

事 業 内 容 

・系統用蓄電所の保持・運用及びアセットマネジメント業務 

・分散型電源のアグリゲーションサービス 

・クリーンエネルギーＲＷＡの社会実装向けた取り組み 

・その他関連事業 

資 本 金 １千万円 

設 立 年 月 日 ２０２６年４月３日（予定） 

当社と当該会社との間の関係 

資本関係 当社100％出資の子会社であります。 

人的関係 

当社の取締役が当該会社の代表取締役及び取締役を兼任

していること、当社従業員１名が当該会社の取締役を兼

任しております。 

取引関係 現時点における該当事項はありません。 

 

３．今後の見通し 

当該子会社の設立によって当期連結業績に与える影響は軽微であり、現時点において、すでに公表し

ている業績予想の修正はございません。今後公表すべき事項が生じた場合は速やかに開示いたします。 

 

以上 

 


